




























































































































































































〔備考〕 「百日紅」はサルスベリの別名で、赤い花が長期にわ って咲くとによる。ミソハギ科の落葉高木で、観賞用 して庭園などに植栽される。幹や枝がつ つるして、猿でもすべってしまうというので、サルスベリ 名称がある。 『毛吹草』 『増山井』等に六月 扱い。ここは、実際に猿がすべのであろう。 「塵→前栽」 （ 『類船集』 ）といった連想もあるか。
 
 　　














































〔付合〕①前句の花の白く印象的なと ろに注目し、②その視覚に対 、聴覚面で印象的な生類を ぐり、 ③月の有無 よらず多くの鶉が鳴くとした。
 


















（以下に堀切稿と略記）が指摘するように、藤原俊成の「夕されば野べの秋風身にしみて鶉なくなり深草の里」 （ 『千載集』 ）が踏まえられている（ 『類撰












































































































































































































































































































































































〔付合〕①前句の中に曇った月を残念に感じる人物 存在を見て、②旅中ゆえ天候に敏感なのであろうと考え、③伏見の船で秋の一 を明かす した。
 





















































〔付合〕①前句を病に困っている人と見込み、②そ 人が健康な知り合ついて思いをいたすさまを想定し、③若いあ 者は旺盛 立ち回っているだろう、との心中の言を一句とした。
 




















































〔付合〕①前句を遊女と一夜 過ごした のと見換え、②翌朝の別れる場面を想定し、③酒に泥鰌汁で離 を惜しむとした。
 

























































〔付合〕 ①前句を同じような中指の意に見換え、 ②指 生じる皮膚 病を探って、③四月なのにまだ寒くあかぎれが疼くとした。
 








































のは、 『すみだはら』 （元禄七年奥）の「むめがゝ 」歌仙である（本誌
50集


























































































51集所載「 『別座鋪』 「紫陽草や」歌仙分析」 ） 。その結果、 「むめがゝに」





52集所載「 『すみだはら』所収連句の傾向」 ） 。その結果、浮か








まず、擬態語や畳語の類に関しては、 「すつぺりと」 「ひや〳〵と」 「ひら
















重ということ、そして、とくに『続別座敷』に顕著 恋の希薄化ということが、 『続猿蓑』にはほ んど共有されて ない。そ 『
勢伊新百韵』の場



















多見され、一種 偏りとして指摘することが き 家庭内 いざこざや職業上の愚痴めいた話題がほ んどなく、 『別座鋪』 『続別座敷』に顕著な、恋の情の薄い形式的な恋句も見ら のであり、 「高度な思考活動 経て成った付合が多く、具象性 面でもおおむね問題はな 」のである。 「むめがゝに」歌仙が野坡の俳諧観に大きく関わり、 紫陽草や」歌仙が杉風のその後を規定してもいくように、こ 興行・編集の経験が支考に影響を与え続けた可能性は十分にある。そ した目をもって『
勢伊新百韵』を見直せば、












で見られない、ということ はならない。まず、口調の点からいうと、心の中のつぶやきを一句にまとめた、と う趣の句がかなりの数になる。 「あそこに行はさきの綿帽子／から風 けふ 初午寒いはづ／去年 餅 今に残念」 （二オ８～
10）などがその典型であり、 「あそこへ行くのは先に見かけた
綿帽子の人だ」 「空っ風の吹く今日は初午だもの、 はずだ」 「去年 餅が今も残念でならない」と、まさに独り言の連続 いった恰好である。また、「もう…夜の明る也」 （初オ４） ・ 「どちらやら」 （初ウ１） ・ 「い い門構え」 （初ウ３） ・ 「とや角として」 （初ウ
10） ・ 「長助殿は今の…」 （三オ２） ・ 「幾日めぞ」
（三
13） ・ 「又長うなる」 （三ウ
14） ・ 「温飩なりやよけれど」 （四オ１） ・ 「たゞ
は居
ル
まい」 （名オ９） ・ 「狸ではないか」 （名ウ５）など、いかにも語り口調








百韵』では適度な抑制が利き、 「琵琶 さし置」 （三オ
10）が暗示する高貴な
なりて人もこひしき」 （三オ６） ・ 「姉君にほのめかしたる物おもひ」 （三オ９） ・「振袖にほれて米舂男ども／関の地蔵の恋のたゞのり」 （三ウ３・４） ・ 「何をおもひの燈籠更行」 （名オ
10） ・ 「立酒にあかぬ別れの鯲汁」 （名ウ３）といっ




















に象徴されるような、家庭内ドラマともいうべき内容が 所収連句八巻の随所に見られることであり 奉公先でのいやがらせなど、労働上 労苦もまた多く見られることである。それは、 「嫁」 「弟」 「父」 「お袋」 「祖父」 「祖母」などの家庭内 おけ 呼称や、 「お頭 「牢人」 「医者」 「小僧」 「番匠」などの職業的な名称が多見されることとも連動 のであり、 『別座鋪』 『続別座敷』からも同様の事態が確認 。ち みにいう 、 『猿蓑 の四歌仙には家庭内呼称の使用が一例もなく、家族のいざこざといった場面もほ んど描かれていない。 『猿蓑』的な世界 『すみだはら』的な世界の懸隔を徴する一事と うべきであろう。その点で 『
勢伊新百韵』の場合、 「姉君」 「祖


















合いを見せている。 「畠の瓜の日に照られ居る」 （初ウ４） ・ 「冬至の梅の先咲て居る」 （二ウ６） ・ 夜更の雪のひら〳〵と降 二
14） ・ 「つかふた水の道
に流るゝ」 （名オ６）など、あり ままを詠んだ景気句がところどころに配されることも、その意味で、相応の効果を挙げていよう。それでも、全体的に見れば、日常生活のありふれた一齣 目を向けることが圧倒的に多く、 「人にはぐれて」 （初ウ２） ・ 「一足 ちがひで」 （初ウ５） ・ 「今に残念」 （二オ
10） ・
「ひねになりたる」 （二ウ９） ・ 釣そこな て 三オ
12）など、がっかりし












見定め、前句をつけはなしてつくべし」 （ 『去来抄』 ）という芭蕉流の
それに、基本的には沿うものといってよい。それは すなわち、三段階 分析にもよく耐えるということであり、たとえば、 「咲初 秋海棠に今朝 月／風ひや〳〵と生ざかな売」 （初オ７・８）の場合、 前句に早朝の気配を読み、そこに朝が早い行商の人を想定し から、 この付句が生ま 得たのであっ「生ざかな売」の選択 は十分 理由があったこと なる。 「男ぎらひ 膳所に奉公／菊の日のきぢん返しに浅黄うら」 （初ウ６・７）にしても、前句女性に地道に暮らす物堅い性格を見たからこそ、その人の具体的な行為として、出替 は相応の身なりで臨むとしたのであり、よく 位」を見定めているといって間違いない。総体的 は、各連衆とも、 うした付合 機構を心得ていると見 よさそうである。　
ただし、 「前句をつけはなしてつく」ことに急となったためか、題材の選
択に必然性が感じられず、強引との印象が残る付合も また相応にある。
